
©むさしのフロントあさか

わずかな時 間で 都 心部へアクセスできるのに、

木々に、せせらぎに、坂なす小 径に

武 蔵 野のみずみずしい面影を残すまち
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by 朝霞市民プロモーションミーティング

～ 朝霞に暮らすみなさんの “ちょっといい日常 ”  ～

朝霞市民プロモーションミーティングは、「朝霞が好き！」「朝霞の魅力をもっと広めたい！」
という思いで集まった市民の有志チームです。
メンバーは「＃わたしのあさか時間」をつけて、朝霞で過ごす日常の魅力を Instagramで発信しています。

※掲載されている内容は、発行日時点のものであり、変更される場合があります。

＃黒目川築堤 (東上線黒目川橋梁付近 )
＃今の仕事のきっかけとなった思い出の地

＃朝霞駅南口
＃街全体のゆったりした雰囲気が好き

＃浜崎ドッグラン
＃愛犬との憩いの場所

＃朝霞の冬
＃大好きなぽぽたんがいる空間が好き

＃イチョウ並木道
＃季節ごとの風景はまるで「名画」

＃パティスリーモントレゾー
＃数々の大会で賞を総なめにしたパティシエの
　絶品スイーツを堪能

＃黒目川花まつり
＃今年も綺麗に咲きますよう

＃ラキアショップ
＃ぽぽたんグッズやここにしかない雑貨、
　カフェでゆっくり読書したり、よい空間

＃さかうえ農園
＃にんじん堀り体験

＃朝霞の夏
＃彩夏祭とラムネと青空

＃滝の根公園の吊り橋
＃この場所は桜が一番美しい

＃朝霞の森
＃自然いっぱい！とにかく遊びに行ってみて！

ASAKA_CITY.PROMOTION
instagram

メンバーの投稿の紹介や市の
魅力を発信しています。

“ 朝 霞 市 の 魅 力 ”



シティ・セールス朝霞ブランド

朝霞市では、朝霞らしさ、市の魅力を市内外に発信するため、
市の誇れる地域資源をブランド認定しています。

認定期間：令和 6年 4月1日～令和12年 3月31日

四季の主なイベント

島の上公園　展望テラス

【春】黒目川花まつり
（P6）

【夏】朝霞市民まつり「彩夏祭」
（P7)

【秋】アサカストリートテラス
（P9)

【冬】あさか冬のあかりテラス
（P9）／北朝霞どんぶり王選手権

※イベントの開催については変動の可能性があります

人　　　口：
市 の 面 積：
市 の 木：
市 の 花：
主な利用駅：

14 万 5,915 人（令和 7年 3月 1日現在）
18.34 ㎢
ケヤキ
ツツジ
東武東上線朝霞駅・朝霞台駅（東京メトロ有楽町線・
副都心線直通）、JR武蔵野線北朝霞駅

昭和 42(1967) 年 3 月 15 日に市制が施行され、埼玉県で 27 番目の市とな
りました。平成 29(2017) 年に市制施行 50 周年を記念し、ブランドタグラ
イン「むさしのフロントあさか」、PR 動画「OKAERI」、キャラクター「ぽぽたん」
が誕生。令和３(2021) 年には東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技
大会の射撃の会場市となりました。

埼玉県朝霞市の基本データ 埼玉県
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朝霞市

ロゴマーク
「街並み」

ロゴマーク
「黒目川」

シティセールス朝霞ブランドロゴデザイン
交通利便性が高いことに加え、武蔵野の風景や自然環境が保たれているまち朝霞市を表現するため、
「街並み」と「黒目川」をモチーフに２つのロゴデザインを作成しています。

自
然
環
境
と
利
便
性
の
ち
ょ
う
ど
い
い
バ
ラ
ン
ス
が
、

暮
ら
す
人
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
に
寄
り
添
う

「
む
さ
し
の
フ
ロ
ン
ト
あ
さ
か
」

都
心
か
ら　

 

ｋｍ
圏
内
、
池
袋
駅
か
ら
最
短　

 

分
と
、
通
勤・
通
学
や
買
い
物
に
便
利
な
立
地

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
武
蔵
野
の
お
お
ら
か
な
自
然
が
残
さ
れ
た
緑
ゆ
た
か
な
ま
ち
、
朝
霞
市
。

黒
目
川
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ
の
河
川
が
市
内
を
流
れ
、
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
が
、
暮
ら

す
人
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
彩
り
ま
す
。

　
家
の
近
く
で
、
採
れ
た
て
の
産
直
野
菜
が
買
え
る
。

夏
に
は
、
大
き
な
カ
ブ
ト
ム
シ
が
と
れ
る
。

遊
具
の
面
白
い
公
園
や
手
つ
か
ず
の
自
然
の
懐
で
、

こ
ど
も
た
ち
を
の
び
の
び
と
遊
ば
せ
ら
れ
る
。

お
し
ゃ
れ
な
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
飲
食
店
、
新
し
い

イ
ベン
ト
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

た
く
さ
ん
歩
い
て
疲
れ
た
ら
、
木
陰
の
ベ
ン
チ
で

ひ
と
や
す
み
。

毎
日
の
暮
ら
し
が
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
。
特
に
予
定

が
な
く
て
も
、
休
日
が
待
ち
遠
し
い
。

そ
ん
な「
む
さ
し
の
フ
ロ
ン
ト
あ
さ
か
」
へ
、

よ
う
こ
そ
。 20
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今
も
響
き
渡
る
、

音
楽
へ
の
想
い
に
耳
を
澄
ま
せ
て

　
本
田
美
奈
子
．
さ
ん
が
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
住
ん

で
い
た
朝
霞
の
ま
ち
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
本
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
ア
イ
ド
ル
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
フ
ァ

ン
や
芸
能
関
係
者
に
愛
さ
れ
た
本
田
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
る
と

共
に
、
病
床
に
あ
っ
て
も
難
病
で
苦
し
む
人
た
ち
を
元
気
づ
け
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
な
ど
、
そ
の
真
摯
な
生
き
方
が
多
く
の

人
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、
朝
霞
駅
南
口
駅
前
広
場

に
建
て
ら
れ
た
。 

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、
本
田
美
奈
子
．
さ
ん
が
病
床
で
書
い
た

直
筆
の
詩「
笑
顔
」
と
顔
写
真
、
活
躍
の
経
歴
や
サ
イ
ン
な
ど
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
左
側
に
設
置
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

本
田
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
が
流
れ
、
市
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
行
き
交
う
駅
前
広
場
に
、
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

朝霞市と「武蔵野」

　武蔵野とは、関東平野西部の台地を指す言葉で、朝霞市は、武蔵野台地の北東の端に位置しています。市の中央
部を流れる黒目川によって開削された河岸段丘の崖地形からは各所で湧き水が見られ、古くから人々が生活した痕跡
が発見されています。昭和４０年代までは市内の各所で武蔵野の風景が見られましたが、都市化により、武蔵野の面
影を探すのも難しくなってきました。市内の国指定重要文化財「旧高橋家住宅」や市指定天然記念物「湧水代官水」は、
古くから住み継がれてきた、この地の魅力を今に伝える貴重な存在となっています。

三
百
年
前
の
暮
ら
し
に
、

思
い
を
馳
せ
る
ひ
と
と
き

本田美奈子.記念館

膝折町4－12－37
入館料：無料
開館日についてはＨＰで
ご確認ください。

旧高橋家住宅（市ＨＰ）
根岸台2ｰ15ｰ10

日頃からかまどに火を入れ、煙で燻すことにより、 
防虫の効果を得られ、茅を長持ちさせるという
昔からの知恵を生かしている。

ボランティアの皆さんが、畑作業や園内の美化
作業、希望者には園内のガイドも行っている。

年
中
行
事・
・
・
毎
年
同
じ
時
期
に
同
じ
よ
う
に

行
わ
れ
る
、
昔
か
ら
伝
わ
る
行
事
の
こ
と

流れる音楽は、本田美奈子 .さんの「新世界」

　
旧
高
橋
家
住
宅
は
、
江
戸
中
期
、　
世
紀
前
半
の
建

築
と
推
定
さ
れ
る
木
造
平
屋
建
て
・
茅
葺
の
農
家
建
築

で
あ
る
。
周
囲
に
は
、
納
屋
や
倉
な
ど
の
附
属
屋
の
ほ

か
、
畑
や
雑
木
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
武
蔵
野
の
農
家

の
景
観
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
、敷
地
も
併
せ
て
、

国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
国
内
の
数
あ
る
古
民
家
の
中
で
も
、
同
じ
場
所
に　

年
在
り
続
け
る
と
い
う
点
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る 

。

　
旧
高
橋
家
住
宅
で
は
、
朝
霞
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
年

中
行
事
や
、
い
も
掘
り
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

物
を
実
施
し
て
い
る
。
園
内
に
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時

間
が
流
れ
、
季
節
の
花
々
を
楽
し
み
な
が
ら
、
江
戸
時

代
か
ら
営
ま
れ
て
き
た
暮
ら
し
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
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No.1

旧高橋家
住宅

（ 歴史 ）

No.2

本田美奈子.
モニュメント
（ 文化 ）
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「
朝
霞
の
夏
」
の
代
名
詞 ゆ

っ
た
り
と
し
た
川
の
流
れ
に
、

コ
コ
ロ
を
預
け
る
時
間

くろめがわグリーントレイル
マップ（市ＨＰ）

黒目川沿いの緑のスポットをつなぐ全６
コースの「くろめがわグリーントレイル
マップ」を片手に、のんびりと散策を楽
しむのもおすすめ。

毎年８月の第１日曜日を含む、
金、土、日の３日間開催される。

　
市
内
を
ほ
ぼ
東
西
に
流
れ
、
川
沿
い
に
は
遊
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
黒
目
川
。
散
策
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
む
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
周
辺
の
田

園
風
景
や
新
河
岸
川
と
の
合
流
地
点
の
わ
く
わ
く
田
島
緑

地
な
ど
と
と
も
に
、
四
季
折
々
の
景
観
が
訪
れ
る
人
た
ち

の
心
を
和
ま
せ
る
。

　
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る「
黒
目
川
花

ま
つ
り
」
は
、
約　
本
の
桜
並
木
と
地
元
の
グ
ル
メ
を
目

当
て
に
、
毎
年
４
万
人
ほ
ど
が
来
場
し
、
思
い
思
い
に
お

花
見
を
満
喫
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
夏
に
は
こ
ど
も
た
ち
が
浅
瀬
で
水
遊

び
し
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬
に
は
野
鳥
が
み
ら
れ
る
な
ど
、

一
年
を
通
し
て
、
水
辺
な
ら
で
は
の
豊
か
な
自
然
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

200

　
例
年
市
内
外
か
ら
約　
万
人
も
の
来
場
者
を
集
め
、
朝

霞
市
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
る

朝
霞
市
民
ま
つ
り「
彩
夏
祭
」。
都
市
化
が
進
み
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
て
い
く
こ
と
に
懸
念
を
感
じ
た
市
民

の
有
志
が
始
め
、
自
ら
育
ん
で
き
た　
年
あ
ま
り
の
歴
史

が
あ
る
。

　
本
州
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
鳴
子
踊
り
の
祭
典
で
あ
る

「
関
八
州
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
市
内
外
の
約　

チ
ー
ム
が
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
を
ス
テ
ー
ジ
や
流
し
踊
り

で
披
露
。
市
内
の
こ
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
チ
ー
ム
も
あ

り
、「
朝
霞
の
文
化
」
と
し
て
次
世
代
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
市
街
地
で
開
催
さ
れ
る
打

ち
上
げ
花
火
は
大
迫
力
で
、
会
場
が
歓
声
に
包
ま
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
商
工
ま
つ
り
や
音
楽
演
奏
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
、
お
祭
り
に
欠
か
せ
な
い
か
き
氷
や
焼
き
そ
ば
な

ど
の
出
店
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
、

共
に
楽
し
み
、「
朝
霞
の
夏
」
を
熱
く
盛
り
上
げ
て
い
る
。
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No.3

黒目川
（ 景観 ）

No.4

朝霞市民まつり
「彩夏祭」
（ 行事 ）

さいかさい

朝霞市民まつり「彩夏祭」
実行委員会ＨＰ
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歩
く
だ
け
で
、
絵
に
な
る
道

　
ケ
ヤ
キ
並
木
の
あ
る
閑
静
な
通
り
で
あ
り
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
歩
行
空
間
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

ほ
か
、
緑
豊
か
な
広
場
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
朝
早
く

か
ら
市
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　
周
辺
に
は
、
公
園
や
学
校
、
陸
上
競
技
場
な
ど
の

公
共
施
設
が
多
く
、
木
陰
の
中
を
通
学
す
る
児
童
・

生
徒
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
す
こ
ど
も
連
れ
の
家
族
な

ど
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
彩
夏
祭
を
は
じ
め
、「
ア
サ
カ
ス
ト
リ
ー
ト

テ
ラ
ス
」
に
代
表
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ラ
ス
イ
ベ

ン
ト
、「
あ
さ
か
冬
の
あ
か
り
テ
ラ
ス
」（
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
）な
ど
の
開
催
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ

い
を
生
み
出
し
て
い
る
。

大
正
時
代
か
ら
、
こ
の
先
も

浜崎農業交流センター
（市ＨＰ）

朝霞の産直野菜が買える！

　

朝
霞
市
に
お
け
る
に
ん
じ
ん
の
栽
培
は
大

正
時
代
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
指
定
産
地

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
有
数
の
出

荷
量
を
誇
る
産
品
で
あ
る
。

　
「
朝
霞
＝
に
ん
じ
ん
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
市

内
で
は
既
に
定
着
し
て
お
り
、
地
元
で
栽
培

さ
れ
た
に
ん
じ
ん
を
素
材
と
し
た
菓
子
や
食

品
、
料
理
は
様
々
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。

　

例
年　

月
頃
、
冬
に
ん
じ
ん
の
収
穫
時
期

に
な
る
と
、
市
内
の
農
家
に
よ
る「
に
ん
じ
ん

掘
り
体
験
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
ど
も
た
ち
が

土
に
触
れ
、
普
段
は
な
か
な
か
見
か
け
な
い
、

葉
付
き
の
に
ん
じ
ん
を
収
穫
で
き
る
貴
重
な

体
験
と
な
っ
て
い
る
。

　

都
市
農
業
が
盛
ん
な
本
市
を
象
徴
す
る
よ

う
な
、
緑
が
一
面
に
広
が
る
に
ん
じ
ん
畑
は
、

都
心
に
近
い
な
が
ら
も
ど
こ
か
ほ
っ
と
す
る
、

の
ど
か
な
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
端
を
担
っ

て
い
る
。 12

No.5

にんじん
（ 産品 ）

No.6

公園通りと
シンボルロード
（ 生活 ）

【シンボルロード】令和２年２月、市道８号線（公園通り）を朝霞市役所南側から延長約６８０ｍ
にわたり、幅を３０ｍ拡幅・整備し、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会開催時には、
射撃の競技会場へと続く道となった。

シンボルロードがオープン
しました！（市ＨＰ）
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黒目川のほとりに咲くたんぽぽから
生まれた妖精のおとこのこです。
イラストは全 158ポーズ。
LINEスタンプもあります。

朝霞市キャラクターぽぽたん

LINE スタンプは
こちら

「むさしのフロントあさか」を育てていく

～ロゴタイプやシンボルマーク、イラストをぜひご活用ください～

「むさしのフロントあさか」が目指すもの
過去から大切に受け継いできた「武蔵野」の自然や文化を守っていくこ
とはもちろん、朝霞市に暮らす皆さんが、積極的に現在の日常を楽しみ、
新しい「武蔵野らしさ」を創造していくことで、その価値を未来へと引
き継いでいくことへの願いがこめられています。

ま
ち
と
目
線
を
合
わ
せ
る
ベ
ン
チ

　
朝
霞
市
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
や
黒
目
川
沿
い
、
北
朝

霞
駅
周
辺
な
ど
に
、
景
観
を
活
か
し
た
ベ
ン
チ
や
テ
ラ
ス
、

ミ
ニ
パ
ー
ク
な
ど
が
次
々
と
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
特
色
あ
る
ベ
ン
チ
は
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
民
間
主
体
や
官
民
協
働
に
よ
り
設
置
さ
れ
て

お
り
、
朝
霞
の
ま
ち
を
よ
り
心
地
よ
い
空
間
に
し
た
い
と
い

う
思
い
や
民
間
の
活
力
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に「
座
れ
る
場
所
」
が
あ
る
こ
と

は
、人
々
が
歩
き
、憩
い
、集
い
、自
然
に
親
し
む
場
と
な
り
、

ま
ち
に
ゆ
と
り
を
生
み
出
し
て
い
る
。

ウォーカブルな
取り組みを
ご紹介 !（市ＨＰ）

武蔵野の自然環境を若葉のグリーンや空のブルーに託した
デザイン。朝霞市を象徴するにんじんをオレンジのカラー
へと託したデザインやモノクロバージョンもあります。

大樹の幹から広がる２種類の若葉に
よって、朝霞市の自然環境と利便性の
両方を表現。丸い点は自然環境、交差
する線はコミュニティの広がりを表現し
ています。

包容力あふれる「武蔵野」の懐で伸びやか
に成長する生命の存在を表現しています。

みどりのテラス（シンボルロード中央広場）みどりのテラス（シンボルロード中央広場）

ブランドシンボルマーク「けやき」
ブランドシンボルマーク「のびねこ」

「むさしのフロントあさか」のロゴタイプやシンボルマーク、ぽぽたんは、朝霞市の
魅力を広く市内外にアピールするためにつくられたものです。朝霞市のＰＲ、産品、
店舗、事業所等のＰＲなど朝霞市の認知度向上および産業振興を目的とした活動に
幅広くご利用いただけます。
詳しくは市ホームページよりガイドラインをご確認ください。

木かげのトンネル木かげのトンネル

雲形ベンチ雲形ベンチ

ふとんかごベンチふとんかごベンチ おうちのベンチおうちのベンチ

ブランドロゴタイプ

No.7

まちなかベンチ
（ 生活 ）
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